




















第 976号一ーだえ一 (7)一一一昭和62年2月1日 広報う

(みんなで考えよう/脱スパイク⑦〉

粉じん収集にご協力を

粉じん収集車による道路清掃

2月に入る色、スノfイクタイヤによって削られ

た道路の粉じんが目立ってきます。特に、夕方の

ラッシュ時には、驚くほどの粉じんが大気中にま

きあがります。

市では、粉じん公害を軽減するため、人通りの

激しい商庖街を中心に、粉じん収集車による清掃

を毎週定期的に実施しています。

また、自治会など地域ぐるみでも、清掃した粉

じんの収集を自主的に行っています。これからも

粉じんの収集に、いっそうのご協力をお願いしま

す。 決意を新たに成人式

「成人の日」の1月15日、上田市民

会館では成人式が行われました。今

年の新成人者は、約1， 400人でした

が、当日は約 960人が出席。式典で

は、永野市長や桜井教育長などのお

祝いのことばに続き、成人代表の市

川亨さんが新成人としての決意を述

べました。

スパイク使用率が10%減
市は、今年 1月に、国道18号線の秋和地区など

市内5か所で、スパイクタイヤ使用率の調査を実

施しました。その結果、スパイクタイヤを使用し

ている車は、全体で78%でした(下表)。

昨年の同時期調査(市内4か所)では、 89%の

使用率でしたので、この 1年で約10%の減少とな

っています。

これは、除々に 1見スパイク、運動の成果がで

てきたものと思われます。粉じん公害の解決に向

け、皆さんのご協力をお願いします。

(
6
ペ
ー
ジ
下
段
か
ら
)

団
法
人
長
野
県
学
生
寮
事
務
局
」
へ
。

(
申
込
用
紙
は
、
上
小
地
方
事
務
所

建
築
課
に
あ
り
ま
す
)

①
学
生
寮
入
寮
申
込
書
②
入
学
許
可

を
証
す
る
書
面
(
合
格
通
知
書
の
写

し
な
ど
)
③
人
物
調
査
書
④
寮
費
を

支
払
う
人
の
収
入
証
明
書
⑤
選
考
結

果
の
通
知
書
(
四
十
円
切
手
ち
ょ
う

付
。
本
人
あ
て
)
⑥
書
類
郵
送
用
封

筒
(
七
十
円
切
手
ち
ょ
う
付
。
父
兄

あ
て
)

マ
受
付
期
間

二
月
十
六
日
側
か
ら

同
二
十
八
日
出
ま
で
。

マ
問
い
合
わ
せ
上
小
地
方
事
務
所

建
築
課
(
宮
⑧
1
2
6
0
)
か
長
野

県
学
生
寮
事
務
局
へ
。

スパイクタイヤ使用率

調査地点 161年1月13日

国道18号(秋和)

国道143号(上田原)

国道114号(住吉)

広域農道(古里)

国道18号(国分)

平均

(上田市調べ)

62年1月12日

70% 

84% 

81% 

78% 

79% 

78% 

92% 

89% 

90% 

85% 

89% 



2月16日(月)から3月16日(月)までは、市県民税の申告と所

得税の確定申告の期間です。例年、期限間近になります

と、受付窓口が大変混雑します。なるべく お早めに、正

しく申告しましょう 。期間内に申告を しないと きは、不

利な取り扱 いを受けるようになりますので、必ず期間内

に申告をするようにしましょう 。

地 区 名 メヱhエ、 場 名 受 付 日 l

下本郷・中野・五加・東五加
塩田解放会館 2月17日(火)

-上本郷・学海南・学海北

上小島・下小島・保野・
塩田解放会館 2月18日体)

舞田・八木沢

量互当主 里 殿城 農村環境改善センター 2月19日(木)

別所・ 野倉・ 山田 ネ目 J均も三 閣 2月20日(命

平井寺・鈴子・桜・石神
東塩田老人集会所 2月23日(月)

-柳沢・下之郷

下組 ・中組 ・奈良尾 農協 富士 山支所 2月24日(火)

塩田新町・十人・手塚・
酉 塩 田 ~ 館 2月25日(水)

東前山 ・西前山

神 干ヰ 上野が丘公民館 2月26日(木)

j甫 里 }II 西 支 所 2月27日(針

泉 室賀 } 11 西 7斗1ヘ. 民 館 3月2日(月)

城下・ 川辺・泉田
上 田 創 ユ、f旦t 館 3月3日(火)

城南解放会館 3月4日休)

神 } 11 農 協 神 川 支所 3月5日(木)

塩 尻 塩尻 地 区公民館 3月6日(針

申告出張相談日程表今
年
も
、
市
県
民
税
・
所
得
税
確

定
な
ど
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時

期
に
な
り
ま
し
た。

昭
和
六
十

一
年
中
の
収
入
金
額
と

必
要
経
費
を
計
算
し
て
、
二
月
十
六

日
側
か
ら
三
月
十
六
日
側
ま
で
に
、

の

----------
‘==-==-
.---.. 

---・ 可・・

~~・

一-

~，・
IY~ 

市
県
民
税

所
得
税

一ー第 976号

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

し
な
か
っ
た
り
、
期
限
後
に
申
告
し

た
り
す
る
と
、

加
算
税
が
つ
く
な
ど

出
張
相
談
の
ご
利
用
を

申
告
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
利
便
を
考

慮
し
て
、
右
表
の
日
程
で
出
張
相
談

を
行
い
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
、

各
会
場
と
も
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で
で
す
。

こ
の
出
張
会
場
で
申
告
で
き
な
か

っ
た
人
は
、
市
役
所
市
民
税
課
で
三

月
十
六
日
ま
で
の
期
間
中
、
午
前
八

受付時間・・・午前9時30分から午後4時まで

余
分
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

* 

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

(土

曜
日
は
午
前
中
)

に
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
期
限
が
間
近
に
な
り

ま
す
と
、
受
付
窓
口
が
大
変
混
雑
し

て
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
申
告
は
、
早
め

に
済

ま
せ
る
よ
う
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。



第 976号一ー

市
県
民
税
の
申
告

今
回
の
「
広
報
う
え
だ
」
と

一
緒

に
、
自
治
会
を
通
じ
て
お
配
り
し
ま

し
た
「
昭
和
六
十
二
年
度
市
県
民
税

の
申
告
に
つ
い
て
」
「
昭
和
六
十
二
年

度
市
県
民
税
申
告
書
」
の
内
容
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ

こ
れ
ら
の
書
類
は
、
各
世
帯
に
一

枚
ず
つ
お
届
け
し
ま
し
た
が
、

一
世

帯
で
二
人
以
上
の
申
告
者
が
い
て
書

類
が
不
足
す
る
場
合
な
ど
は
、
お
手

数
で
も
市
役
所
市
民
税
課
、
ま
た
は

豊
殿
・
塩
田
・
川
西
の
各
支
所
窓
口

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

Tごえ一 (9)一一一昭和62年2月1日 広報う

欝

火鉢型石油コンロ

空だきに注意f
消防本部予防課

E⑫2501内線217

* 

V

一
つ
の
事
業
所
か
ら
の
給
与
所
得

だ
け
の
人
で
、
そ
の
勤
務
先
の
事

業
所
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

V
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

所
得
税
の
確
定
申
告

昭
和
六
十

一
年
中
の

一
年
間
に
得

た
す
べ
て
の
所
得
に
つ
い
て
計
算
し

た
所
得
税
額
が
、
源
泉
徴
収
や
予
定

納
税
で
す
で
に
納
め
た
税
金
と
比
べ

て
、
過
不
足
を
精
算
す
る
手
続
き
が

確
定
申
告
で
す
。

次
の
人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す

の
で
、
上
国
税
務
署
ま
た
は
市
役
所

s)c; 

こ
の
ほ
か
の
人
は
、
所
得
の
多
少

に
関
係
な
く
申
告
が
必
要
で
す
。
例

え
ば
、
二
つ
以
上
の
事
業
所
か
ら
給

与
を
受
け
て
い
る
人
、
給
与
の
ほ
か

に
年
金
や
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
る

人
、
給
与
の
ほ
か
に
農
業
所
得
や
不

動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

* 

市
民
税
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

V
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
以
外
の
給

与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
ほ
か
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
人

V
給
与
所
得
の

ほ
か
に
配
当
、
家
賃
、

営
業
所
得
、
農
業
所
得
な
ど
の
所

得
金
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

火
鉢
型
石
油
コ
ン
ロ
の
空
だ
き
に

よ
る
火
災
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

〈
該
当
器
具
v

側
内
田
製
作
所
の
「
コ
ロ
ナ
石
油
コ

ン
ロ

」
で
次
の
形
式
の
も
の
。

山
S
H
1
3
K
形
(
昭
印
年
製
)

ω
s
H
|
2
K
形
(
昭
印
年
製
)

ω
s
H
l
2
K
③
形
(
昭
日
年
製
)

凶
S
H
|
2
K
⑤
形
(
昭
臼

1
日
年

製
)

確
定
申
告
の
相
談
会
場
も
、
期
限

間
近
に
な
り
ま
す
と
窓
口
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す。
確
定
申
告
用
紙
は
、
税
務
署
か
ら

郵
送
し
て
あ
り
ま
す
が
、
確
定
申
告

が
必
要
な
人
で
用
紙
が
届
か
な
い
場

合
は
、
上
田
税
務
署
ま
た
は
市
役
所

市
民
税
課
の
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

※
営
業
所
得
者
、
譲
渡
所
得
者
、
青

色
申
告
者
、
雑
損
控
除
の
あ
る
人

は
、
上
田
税
務
署
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

-

申
告
の
お
問
い
合
わ
せ
は

市
民
税
課
第
一
係

宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線

2
3
1
・
2

3
2

有
線
②
0
6
1
1

同
S
K
|
3
K
⑧
形
(
昭
臼
年
製
)

附
S
H
形
(
昭
日

1
日
年
製
)

〈
注
意
事
項
〉

マ
空
だ
き
を
し
な
い
(
内
部
に
熱
が

こ
も
り
、
異
常
燃
焼
や
火
災
の
危

険
が
あ
り
ま
す
。
ナ
ベ
や
ヤ
カ
ン

を
の
せ
た
と
き
は
、
必
ず
火
力
の

調
節
を
)

マ
長
時
間
部
屋
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
消
火
す
る
。

マ
し
ん
の
セ
ッ
ト
は
正
し
く
(
し
ん

出
寸
法
が
高
い
と
火
災
の
原
因
に
)

0生食かき(瀬戸内海産)

1パック (300g) 330円

o船凍いか 2はい 500円

O一塩真だら 100 g 85円

0 まぐろ半白i責 1枚 90円

市内産直協力庖でお求めください。

年1回は子宮(頚)がん検診を
30歳を過ぎたら、症状がなくても年 1回は子

宮(頚)がん検診を受けましょう。

c>検診場所 市内の産婦人科医院(診療時間内

にお受けください)

c>受診料 1， 000円(70歳以上の方、生活保護お

よぴ市民税非課税世帯の方は無料)

〈保健予防課保健係包⑫4100内線289>
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上
回
創
造
館

親
子
凧5
作
ごり
参教
加室
をに

え広報う

上
回
創
造
館

宮
⑧
1
1
1
1

上
田
創
造
館
で
は
、
開
館
一
周
年

を
記
念
し
て

「親
子
凧
作
り
教
室
」

を
聞
き
ま
す
。

V
期

日

マ

A
コ
l
ス
リ
三
月
十

五
日
制
・
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

マ
B
コ
l
ス
リ
三
月
二
十
二
日
側
・

午
前
九
時
か
ら
正
午
マ
A
・
B
コ

ー
ス
(
合
同

)
l一一一月
二
十
九
日
側
・

午
後
一
時
か
ら
四
時

V
会
場
上
田
創
造
館
・
科
学
実

験
室
、
長
池
公
園

V
内

容

マ

A

コ
l
ス
H
H
飛
行
機

一回第 976号

よ
ん
人
し
る

一
ね

却

ま

れ

を

作

約

み

か

口
凹
創
、
組
開

作
ザ
ノ
は
り
固

な

だ

白

取

m
J

き

玖

の

に

町

て

託

こ

形

お

す

2

0
人
モ

用

疋

う

下

7
u
J
札

臨

調

つ

は

万

け

使
で
れ
に
か
は

を

館

長

壁

室

ど

民

泊

て

教

ん
公

i
し
の
す

一

ね

E
室
加
こ
で

一

紙
、
ガ
教
参
。
定

一

野

ど

が

だ

予

一

凧
の
製
作
マ
B
コ
l
ス
l
ス
イ
ッ

チ
バ
ッ
ク
凧
の
製
作
マ
三
月
二
十

九
日
H
H

凧
揚
げ
大
会

V
対

象

親

子

(保
護
者

一
名
と

小
学
校
三
年
生
以
上

一
名
)

V
定

員

各

コ

l
ス
二
十
組
(
四

十
名
)

V
参
加
費

A
コ
l
ス
は
五
百
円
、

B
コ
l
ス
は
百
五
十
円

V
持
ち
物
定
規
、
カ
ッ
タ
ー
、
は

さ
み
、
ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ
(
ペ
ン
チ
)
、

刷
毛
、
紙
ば
さ
み
(
洗
濯
ば
さ
み
)

十
個
、

A
コ
l
ス
参
加
者
は
昼
食

V
応
募
方
法
二
月
二
十
八
日

ωま

で
に
往
復
は
が
き
に

「住
所
、
参
加

者
氏
名
、
学
校
名
と
学
年
、
電
話
番

号
、
希
望
コ

l
ス
」
を
記
入
し
て
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

V
申
込
先
一
T
3
8
6
1
口

上

田

市
大
字
上
田
原
一
六
四

O

上
田
創

造
館
親
子
凧
作
り
教
室
係

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

三
種
混
合
予
防
接
種

一
月
の

一
回
目
に
続
き
、

二
回
目
、

三
回
目
の
接
種
を
別
表
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
な
お
、
一
期
の
対
象
者

で
一
回
目
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
子

供
さ
ん
も
、
予
備
日
(
四
月
七
日
、

同
十
日
)
ま
で
含
め
ま
す
と
三
回
で

き
ま
す
の
で
、
・
お
受
け
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
一
月
一
日
付
け
の

「広

報
う
え
だ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
」の
提
出

管
財
課
宮
⑫
4
1
0
0

内
線
2
5
5
・
2
5
6

昭
和
六
十
二
年
度
、
市
ヘ
物
品
の

納
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

「見
積

参
加
願
」
が
必
要
で
す
の
で
、
次
に

よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
:
・
二
月
二
日
間
間
か
ら
同
二

十
八
日

ω。
期
日
ま
で
に
提
出
さ
れ

ま
す
と
、
市
の
規
則
に
よ
り
資
格
審

61年度(後期)三種混合予防接種目程表
実施日

~ 場 対象地区
2回目 3回目

2 3 
上(市田市役保所健南庁セ舎ンタ2階ー) 中央・西部地区月 月

10 10 

ω 日 ω 日 上野が丘公民館 神科・豊殿地区

2 

1月3 2 
上田市保健センター 北部・南部地区

月
12 

側国 体自) 神 川 地区公民館 神川地区

上田市保健センター 東部・塩尻地区
2 3 

1月3 1月3 三好町会館 城泉下団地地区区の半過

(劃日 働日

川泉辺田地地区区の福田・吉田川 辺町会館

2 
1月3 7 
塩田母子健康センター 塩田地区

1月7 

ω 日 ω 日 川西社会福祉センター 川西地区

査
を
し
、
見
積
参
加
業
者
名
簿
に
掲

載
し
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
:
管
財
課
(
市

役
所
本
庁
舎
三
階
)

必
要
書
類
・
:
①
見
積
参
加
願
②
営

業
概
要
調
書
③
事
業
経
歴
書
④

納
税
証
明
書
(
事
業
税
、
市
町
村
民

税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
)

の
各
一
通

そ
の
他
・
・
・
指
定
用
紙
は
管
財
課
で
お

渡
し
し
ま
す
。

講
演
会

私
た
ち
の
く
ら
し
と

こ
れ
か
ら
の
日
本

。時聞は、各会場とも午後 1時30分から 2時30分まで。
。駐車場が混み合うので、車でのお出かけはご遠慮ください。

生
活
環
境
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、
県
と

共
催
で
、
物
を
大
切
に
す
る
県
民
運

動
を
地
域
に
推
進
す
る
た
め
、
次
の

と
お
り
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。

と
き
:
・
二
月
二
十
八
日

ω・
午
後

一
時
か
ら
同
三
時
ま
で

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
中
央
公
民
館
(
三

階
大
会
議
室
)

演
題
・
:
「
私
た
ち
の
く
ら
し
と
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
ゆ
く
え
」

講
師
・
:
日
本
総
合
研
究
所
会
長
・

岸
田
純
之
助
さ
ん
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開
催
し
ま
す

上

田

市

教

育

委

員

会

総

上
田
市
公
民
館
大
会
実
行
委
員
会
総

市
教
育
委
員
会
と
公
民
館
大
会
実

行
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り

「第

一
回
公
民
館
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
大
会
で
は
、
現
在
公
民
館
が
抱

え
て
い
る
課
題
を
浮
き
ぼ
り
に
し
て
、

公
民
館
が
地
域
で
果
た
す
役
割
を
考

え
る
と
と
も
に
、
市
民
に
と
っ
て
あ

る
べ
き
公
民
館
の
姿
を
求
め
て
い
き

ま
す
。
-
と
き
二
月
二
十
二
日
側
・
午

前
十
時
か
ら
午
後
四
時

-
と
こ
ろ
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

(
文
化
会
館
・
中
央
公
民
館
)
、
上

田
市
図
書
館
、
上
田
市
働
く
婦
人
の

Tごえ一 (11)-一昭和62年2月1日 広報う

救
急
車
購
入
に
と

久
保
さ
ん
か
ら

五
百
万
円

こ
の
ほ
ど
、
川
辺
町
の
久
保
角
太

郎
さ
ん
(
八
十
二
歳
)
か
ら
、
「救
急

車
購
入
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と

家・
テ
l
マ
地
域
住
民
の
生
活
課
題

に
応
え
る
学
習
と
創
造
活
動
を
積
極

的
に
進
め
よ
う

-
内
容
①
記
念
講
演
リ

「
地
域

と
公
民
館
」
(
元
松
川
町
公
民
館
主
事

・
松
下
拡
さ
ん
)
②
分
科
会
H

第
一
分
科
会
(
豊
か
な
子
ど
も
の
育

成
と
公
民
館
)
、
第
二
分
科
会
(
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
活
動
と
公
民
館
)
、
第
三

分
科
会
(
住
民
の
生
活
と
公
民
館
)
、

第
四
分
科
会
(
分
館
活
動
と
公
民

館
)
、
第
五
分
科
会
(
地
域
文
化
の
創

造
と
公
民
館
)
、
第
六
分
科
会
(
人
権

問
題
と
公
民
館
)

-
問
い
合
わ
せ
各
公
民
館
へ

ぺ一二
議
一

/
一

一
↓
/

五
百
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
厚
く
わ
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

久
保
さ
ん
は
、
夫
婦
で
合
わ
せ
て

百
六
十
歳
に
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し

て
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
|

|
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
市
で
は
、
贈
ら

れ
た
五
百
万
円
で
、
救
急
車
を
新
車

に
買
い
替
え
、
上
田
中
央
消
防
署
に

配
備
す
る
予
定
で
す
。

※時聞は各講座とも午後6時-8時まで。

受
講
料
・
:
無
料
(
た
だ
し
、
料
理
は

材
料
費
一
回
五
百
円
程
度
)

申
し
込
み
:
・
電
話
な
ど
で
直
接
働
く

婦
人
の
家
へ
。

N
H
K学
園
の

通
信
講
座
で
学
習
を
機

N
H
K
学
園

宮

0
4
2
5
⑫
3
1
5
1

挽

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
講

座
の
春
の
受
講
生
と
高
等
学
校
の
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
生
涯
学
習
講
座
(
通
信
講
座
)
・
・

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の
畜

道
、
硬
筆
、
絵
画
、
囲
碁
、
写
真
、

俳
句
、
短
歌
な
ど
三
十
二
講
座
で

す
よ
申
込
受
付
は
二
月
十
五
日

i

四
月
十
五
日
)

マ
高
等
学
校
普
通
科
コ

I
ス
(
通
信

教
育
)
・
:
四
年
間
の
学
習
で
高
卒

資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。
(
申
込
受

付
は
三
月

一
日
1
四
月
十
五
日
)

マ
高
等
学
校
教
養
コ

i
ス
(
通
信
教

育
)
・
:
国
語
、
英
語
な
ど
二
十
一

科
目
を
学
習
し
ま
す
。
(
申
込
受
付

は
三
月

一
日
i
四
月
三
十
日
)

マ
案
内
書
請
求
方
法
・
・
・
案
内
書
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、

N
H
K
学
園
ま

で
電
話
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

告
(
⑫

2
9
8
8

叩

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
長
野
婦
人

少
年
室
と
共
催
で
次
の
と
お
り
生
活

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者
:
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

ま
た
は
市
内
の
事
業
所
に
勤
め
て

い
る
女
性

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
働
く
婦
人
の
家

募
集
人
員
:
・
各
講
座
三
十
名

生活講座日程表

講 座 名 講 島市 実施日

寒中のスタミナ料理
学養士 2月16日(月)

岩崎敬子 2月23日(月)

楽しく体力づくり ジャズ体操教師 2月21日仕)

ジャズ体操 酒井園子 2月28日凶

地講域演会社会と
同和教育課指導主事

2月24日伏)
女性の立場 斉藤房男

告
⑮
1
2
6
0
内
線
2
3
4

上
田
保
健
所
で
は
、
婚
約
中
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
次
の
と
お
り
「
結
婚

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
二

人
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
働
く
婦
人
の
家

費
用
・
:
テ
キ
ス
ト
代
五
百
円
、
血

液
検
査
料
千
六
百
四
十
円

申
し
込
み
・
:
二
月
十
四
日

ωま
で
に

上
田
保
建
所
へ
電
話
で
ど
う
ぞ

結婚セミナ一日程表

第 開講式

l 2月20日幽! 講演 「健やかな家庭づくり」
回 講義 「望ましい食生活」

第 血液検査(風疹抗体価、梅毒など)

2月24日伏) 講演 「望ましい夫婦」
回 映画 「生命誕生」

第 講演 「心を育てる家庭」

3 2月27日幽 講義 「家族計画について」
回 閉講式

※時間は各固とも午後6時30分から 8時40分まで
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上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
技

能
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
学

科
、
実
技
(
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
)
な

ど
の
訓
練
を
開
講
し
ま
す
。

訓
練
期
間
:
・
四
月
か
ら
来
年
三
月
ま

で
(
年
間
八
十
回
)

訓
練
時
間
:
・
週
二
回
(
火
・
金
曜
日
)

午
後
六
時
1
九
時

定
員
:
・
三
十
名
(
雇
用
保
険
加
入

者
)問

脂
街
活
性
化

ω

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
w…

回
商
工
会
議
所

宮
(
⑫

4
5
0
0

機

上
田
商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と

七八八五五三七八七七五
二二九 O 二 O一四四一三

手

塚

謙

市

さ

ん

神

畑

手
塚
高
平
さ
ん
奈
良
尾

児
玉
な
か
し
さ
ん
西
前
山

手

塚

剛

さ

ん

須

川

尾

沼

安

隆

さ

ん

森

近
藤
こ
う
さ
ん
上
室
賀

柳

沢

延

男

さ

ん

御

所

太
田
つ
ね
ゆ
さ
ん
伊
勢
山

熊
沢
カ
ネ
子
さ
ん
上
鍛
冶
町

岩
淵
豊
子
さ
ん
ひ
ば
り
ケ
丘

成
沢
君
代
さ
ん
東
前
山

玉
井
義
人
さ
ん
下
之
条

米

国

吉

雄

さ

ん

岩

下

長
沢
金
寿
さ
ん
川
辺
町

小
坂
井
忠
男
さ
ん
中
之
条

三
矢
富
枝
さ
ん
上
川
原
柳
町

近

藤

均

さ

ん

大

久

保

広報う

十
二
月
届
け
出
分

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏
原
兼
太
郎
さ
ん
上
小
島

阿
部
文
男
さ
ん
鍛
冶
町

斉
藤
壬
子
郎
さ
ん
十
人

木

村

登

さ

ん

学

海

南

滝

沢

辰

治

さ

ん

山

口

吉

原

祐

子

さ

ん

手

塚

日
向
さ
ち
子
さ
ん
手
塚

塚
原
義
次
さ
ん
ひ
ば
り
ケ
丘

猪
坂
直
一
さ
ん
鍛
冶
町

山

極

義

一

さ

ん

中

組

高

橋

謙

謹

さ

ん

舞

田

ーー第 976号

お
り

「商
店
街
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
料
は
無
料
0

・

と

き

二
月
十
二
日
附

・
午
後

六
時
三
十
分

1
同
八
時
三
十
分

-
と
こ
ろ
上
田
商
工
会
議
所
(
五

階
ホ

l
ル
)

-

内

容

最

近

の
消
費
者
の
変
化

と
商
庖
街
の
魅
力
に
つ
い
て
、
講
演

H
H

「二
十
一
世
紀
の
ま
ち
ゃ
つ
く
り
を

考
え
る
」

(
東
京
国
際
大
学
商
学
部

助
教
授
・
三
村
優
美
子
さ
ん
)

・
申
し
込
み

二
月
九
日
何
ま
で
に

電
話
な
ど
で
同
会
議
所
指
導
課
へ

(
定
員
五
十
名
)

六四六七六六七七四九七八六 八七九
一二八六二七九三九三 O 七五 O 二二七

渡
辺
金
吾
さ
ん

堀
江
充
さ
ん

井
上
健
造
さ
ん

村
上
基
誠
さ
ん

清
水
重
喜
さ
ん

清
水
明
雄
さ
ん

金
井
四
郎
さ
ん

近
藤
二
三
子
さ
ん

手
塚
国
人
さ
ん

馬
場
敏
次
さ
ん

山
岸
一
民
さ
ん

内
河
と
ら
さ
ん

若
林
常
子
さ
ん

関
多
助
さ
ん

和
田
茂
友
さ
ん

犬
家
格
致
さ
ん

押
鐘
き
よ
の
さ
ん

染

屋

踏

入
新

田

保

野

長

島
丸
堀
町

横

町
五

加

中

村
八
木
沢

中
之
条

御

所
岩

下

石

神

西
前
山

岩
清
水

下
青
木

八八五七四九六六八七六五六八七三六
四一六 O 九七九四九 O 五一五七六八一

精
神
障
害
者
家
族
会

社
会
復
帰
の

勉
強
会
を
開
催

山
び
こ
の
家

宮
⑧
9
0
5
6

と
き
・
:
二
月
二
十
日
働
・
午
後
一

時
三
十
分

i
四
時

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
福
祉
会
館
(
二
階
)

内
容
・
:
「
社
会
復
帰
に
向
け
て
の

関
わ
り
方
」
、
相
談

講

師

:
・
長
野
県
精
神
衛
生
セ
ン
タ

宮

崎

馨

さ

ん

越

戸

藤
井
冨
士
子
さ
ん
緑
が
丘
西

吉
池
花
由
さ
ん
塩
田
新
町

竹
内
は
る
代
さ
ん
下
塩
尻

山
崎
高
三
郎
さ
ん
材
木
町

久
保
こ
は
る
さ
ん

大

湯

保
坂
作
治
さ
ん
伊
勢
山

滝

沢

公

衛

さ

ん

築

地

南
沢
俊
行
さ
ん
川
辺
町

太

田

幸

男

さ

ん

小

泉

金
井
巳
よ
し
さ
ん
大
久
保

西
沢
ち
か
さ
ん
奈
良
尾

西
沢
む
ら
い
さ
ん
奈
良
尾

重
田
あ
き
乃
さ
ん
西
前
山

田

中

リ

ヨ

さ

ん

岡

中

沢

輔

さ

ん

小

牧

竹

内

勇

さ

ん

東

前

山

六八八八八九八四五八七八八七六四八
四一 0 一二六一四 O 三五八一七二七一

ー
所
長
・
宮
尾
美
代
子
さ
ん

訂
正
お
わ
び

「広
報
う
え
だ
」

一
月
十
六
日
発

行
・
第
九
七
五
号
の
九
ペ
ー
ジ
、

「児

童
手
当
(
特
例
給
付
)
が
変
わ
り
ま

す
」
の
記
事
の
中
に
図
が
三
つ
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
う
ち

「児
童
二
人
世

帯
の
場
合
」
に
あ
る
左
端
の
金
額
が

二
千
円
と
あ
る
の
は
、
二
千
五
百
円

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び

し
ま
す
。

長
谷
川
滋
子
さ
ん

片
岡
美
砂
洲
さ
ん

石
井
と
め
さ
ん

小
山
四
郎
さ
ん

南
波
幸
子
さ
ん

宮
下
あ
い
子
さ
ん

松
宮
登
さ
ん

滝
沢
二
一
さ
ん

渡
辺
も
と
さ
ん

水
島
忠
一
さ
ん

西
沢
賎
さ
ん

古
宮
敬
三
さ
ん

春
原
五
六
さ
ん

工
藤
博
さ
ん

小
林
種
平
さ
ん

宮
下
秀
夫
さ
ん

深
町
史
子
さ
ん

岩

下

寸

牧
半

過

金
剛
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